
鳥越神社 東京都台東区鳥越 2-4-1 

 

平将門ゆかりの神社「北斗七星」である①鳥越神社、②兜神社、③首塚、④神田明神、 

⑤筑土八幡神社、⑥水稲荷神社、⑦鎧神社があるが、②、③(現在工事中)、④、⑤を除き、

代わりに⿁王神社を関連として紹介していきます。まずは①鳥越神社です。 

白雉 2 年（651 年）、日本武尊を祀って白鳥神社と称したのに始まるとされ、前九年の役の

おり源義家がこの地を訪れ鳥越大明神と改めたと伝えられている。 

主祭神 日本武尊、合祀 天児屋根命 - 仁明天皇の御代に武蔵国司となった藤原氏が、祖神

を合祀した。合祀 東照宮公 - 徳川家康を祀っていた江戸城⿁門除けの松平神社（現蔵前 4

丁目 16 番付近）が関東大震災で焼失したため当社に合祀された。神社の由来は記されてい

ないが、一説に平将門の首が東国に飛んできた時、当地を飛び越えて鳥越となった説あり。 

 

   
道路から直ぐに社標     拝殿            凝った彫刻 

  
変わった狛犬とご神紋は「七曜紋」。北斗七星を表し、星信仰・妙見信仰のシンボル 


